
令和５年度 重点政策の検討方針

① 暮らしを守る

② 未来を創る

③ 地域と進める

基本的な考え方 政策検討の視点

①道の資源の最大限の活用 ②民間や市町村との連携の加速

③国の制度の効果的な活用 ④実施段階を見据えた検討

政策検討に当たっての留意事項

道民生活の安定や足腰の
強い地域経済の構築

本道のポテンシャルの最
大限発揮による価値の押
し上げ



政策検討の具体的方向性

▶スマート農林水産業の推進 ▶農業生産者への支援
▶栽培漁業の推進 ▶道産木材の利用拡大 など

▶安心して妊娠、出産、子育てができる環境づくり
▶足腰の強い地域経済の構築 ▶犯罪防止など安全安心の対応強化 など

暮らしを守る視点➀

▶巨大地震津波への備えの強化 ▶新たな感染症への体制構築
▶航空路線や道路網の充実 ▶地域交通や物流の確保 など

やさしく温かい社会づくり

命と生活を守る基盤づくり

持続可能な一次産業づくり

安全安心な環境づくりを進め、
道民の暮らしを守っていく



▶人材の育成・確保 ▶移住先としての魅力発信
▶多様な働き方がしやすい環境づくり ▶時代の変化に対応する教育 など

確かな成長を支える価値づくりを進め、
本道の未来を創っていく

未来を創る視点②

▶観光の高付加価値化 ▶多様なニーズを満たす観光地づくり
▶国内外からの誘客促進 ▶食の輸出拡大 ▶ウポポイの誘客促進 など

▶次世代半導体などデジタル産業の集積の促進 ▶宇宙産業の振興
▶スタートアップの促進 ▶ゼロカーボン北海道の実現 など

未来を担う人づくり

成長を牽引する産業づくり

世界に輝く魅力づくり



▶北海道に思いを寄せる方々との連携強化
▶地域おこし協力隊への支援体制の構築
▶市町村への支援強化 など

▶脱炭素化に向けた取組の加速 ▶発信力を強化する広報機能の充実
▶スマート道庁の強化やデジタル人材の育成
▶職員の政策提案力や実行力の向上 など

地域と進める視点③

共感と信頼の関係づくりを進め、
地域の課題解決を図る
共に輝く地域づくり

チャレンジする道庁づくり


